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●バージョン１ 

 

 

全て２オクターブ分でのエクササイズになっています。 

３弦５フレット～また１オクターブ上のドレミ～を弾く事になります。 

２フレット～５フレットまでをそれぞれ人差し指～小指全てを使って弾くと良いです。 

 

オクターブ上に来たら、５フレット～８フレットまで、それぞれ人差し指～小指全てを使って弾きます。 

オクターブ上に来たとき(３弦５フレット)の一瞬のポジション移動をスムーズに行う事が鍵になります。 

 

●バージョン２ 

 

 

６弦～１弦まで全てを使ったパターンです。以前にも出した譜例です。 

視覚的にドレミ音階を覚える、良いエクササイズになります。 

 

●バージョン３ 

 



このような運指のバリエーションもあります。 

７フレット～１０フレットまで、それぞれ人差し指～小指全てを使って弾いて下さい。 

(６弦８フレット⇒中指から始まるという事になります。) 

何度も弾き込むことによって、確実にあなたのものにする事が出来ます。 

 

●バージョン４ 

 

 

これも絶対に押さえておいて欲しい運指のパターンです。 

３音⇒３音⇒２音で１つの塊と捉えると、とても掴み易いと思います。 

テクニカルな速弾きなどでも、このようなフレーズを基にして、よく使われます。 

 

●バージョン５ 

 

 

バージョン１の『形そのまま』で、１オクターブ高いポジションに移行したエクササイズです。 

(8va---とあるのは１オクターブ低く音符を表記しているという意味です。別に気にしなくていいです。) 

これも３弦１７フレットの、一瞬のポジション移動をスムーズに行う事が鍵になります。 

 

● バージョン６ 



 

 

ちょっと、突拍子もない運指になりますが、意外と使えるパターンです。 

必然的に１弦１５フレットを『小指』で押さえる事になると思います。 

その次の１７フレットへは、一気にポジションをジャンプして人差し指で押さえるようにします。 

続きの１９フレットを薬指、２０フレットを小指で弾くようにします。 

 

このようにするとポジション移動の効果的なエクササイズになります。 

(あまりに難しいと感じる場合は無理にやる必要はありません。) 

 

 

今回のエクササイズ譜例も一生使えると思います。 

いつでもすぐ観れるように、プリントアウトしておく事をお勧めします。 

 

これを完璧にアタマに叩き込めば、指がギターの指板上で勝手に『メジャースケール』を使って 

色々なパターンを自由に弾いていってしまう状態になると思います。 

 

違ったキーの曲でも、位置をずらしてみて「ここがハマるな…」 

というポジションを見つけてやってみましょう。 

 

色んな曲に合わせてギターソロが自由に弾けるようになります。 

 

是非、指に染み込ませるように何度も弾いて、あなたのものにしていって下さい。 

オリジナルを作ったりする時にも必ず役立ちます！ 

    

エレきちエレきちエレきちエレきち    


